
(57)【要約】

【課題】携帯電話機を充電器に結合した状態で、複数の

外部装置とアクセス出来るとともに、相互間の信号の伝

達及び分岐を管理できるハブ制御可能な充電器を提供す

ることを目的とする。

【解決手段】携帯電話機と結合する第１結合手段と、外

部装置と結合する１つ又は複数の第２結合手段と、前記

第１結合手段と１つ又は複数の前記第２結合手段との間

の信号の伝達及び分岐を制御する中央制御手段と、を備

えたことを特徴とする充電器。
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1 2

【特許請求の範囲】

【請求項１】携帯電話機を充電するとともに、外部装置

と結合できる充電器において、

前記携帯電話機と結合する第１結合手段と、

前記外部装置と結合する１つ又は複数の第２結合手段

と、

前記第１結合手段と１つ又は複数の前記第２結合手段と

の間の信号の伝達及び分岐を制御する中央制御手段と、

を備えたことを特徴とする充電器。

【請求項２】前記第１結合手段及び第２結合手段がＵＳ

Ｂ方式から構成されることを特徴とする請求項１記載の

充電器。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、携帯電話機を充電

するとともに、外部装置と結合できる充電器に関し、よ

り詳しくは、複数の外部装置を接続できるＨＵＢ機能を

備えたＵＳＢ方式の充電器に関するものである。

【０００２】

【従来の技術】近年、携帯電話機は無線回線を介して電

話をかけるだけでなく、伝達速度の早さに伴う情報量の

多さから様々な情報の伝送及び保存ができる。特に携帯

型テレビ電話装置は、画像の入出力部となるカメラとモ

ニター、および音声の入出力部となるマイクとスピーカ

ーとを有し、無線回線を介して、送信側は、カメラによ

って撮影した画像情報とマイクによって入力した音声情

報を各々符号化して通信相手に送信し、受信側は、通信

相手から送信された画像情報と音声情報を受信、復号

し、モニターやスピーカーから画像及び音声を出力する

ことによって、通信相手側からの画像を観ながら会話す

ることを可能とする。

【０００３】この携帯型テレビ電話装置はカメラで画像

を取込んでデータ化したり、相手端末から画像データを

受信することが可能であるため、画像データを内部のメ

モリに記憶し、電話帳のデータとリンクして使用するこ

とができる。これによって、画像を見ながらの電話番号

の検索、画面表示された画像相手への発呼、及び着信時

に名前とともに画像表示を表示することなどが可能とな

る。又、相手端末間で記憶した画像データの交換を行う

ことも出来る。

【０００４】又、現在パソコン等のインターフェースに

扱いが楽なＵＳＢ方式が用いられることが多く、携帯型

テレビ電話装置のインターフェースにＵＳＢ方式を用

い、ＵＳＢポートを有することにより、携帯型テレビ電

話装置内部のメモリに記憶された画像データ、音声デー

タ、電話帳データ、その他内部プログラムデータを、パ

ソコンなどで手軽にリード／ライトすることが可能にな

る。又、携帯型テレビ電話装置自体がパソコンとして動

作させれば、ハードディスクの様な外部周辺機器（デバ

イス装置）と接続するだけで簡単にハードディスクのデ

ータにアクセスすることが可能となる。

【０００５】

【発明の解決しようとする課題】実際に携帯型テレビ電

話装置をＵＳＢ方式でパソコン等のホスト側に接続する

場合、ＵＳＢケーブルの一方は携帯型テレビ電話装置に

接続し、他方はパソコン乃至パソコンとＵＳＢ方式で接

続されているＵＳＢハブに接続することになる。ここ

で、ＵＳＢハブに接続する場合は、パソコンに接続する

外部周辺機器の個数に対応してＵＳＢハブの個数が増大

することになる。

【０００６】一方、携帯型テレビ電話装置をホスト側に

して携帯型テレビ電話装置にデバイス装置を接続する場

合、同じように使用する周辺機器の個数に対応してＵＳ

Ｂハブの個数を増やす必要がでてくる。

【０００７】又、一般に携帯電話機はその携帯性という

ことから小型化が要求され小スペース的な問題からイン

ターフェースを１つしか付けることが出来ない。そのた

め、、携帯型テレビ電話装置には外部装置を１つしか接

続できないので、パソコン等に接続している状態からキ

ーボードやマウス等のデバイス装置に接続する場合（反

対の場合もある）はインターフェースが１つであるた

め、外して繋ぎ直す必要がある。

【０００８】更に、携帯型テレビ電話装置がデバイス装

置として他のホストパソコンと接続している場合、長時

間ホストパソコンに従属して連続的に使用できるが、携

帯型テレビ電話装置をホスト側として使用する場合は、

内臓電池で動作している為、他のホストパソコンと比較

して短時間で且つ断続的に使用することになる。このた

め、携帯型テレビ電話装置をホスト側として動作させる

のは、バッテリーの面から見て好ましくないといった問

題がある。

【０００９】更に、携帯型テレビ電話装置で発呼をする

時又は着呼する時には、パソコン又は外部周辺機器と接

続しているケーブルが邪魔になることが多く取り外すこ

とがある。しかし、ケーブル先端のコネクタは簡単に外

れないように取り付けてあるのでその度に取り外すのに

不便であった。

【００１０】

【課題を解決するための手段】前記問題点を解決するた

めに請求項１記載の充電器は、携帯電話機を充電すると

ともに、外部装置と結合できる充電器において、前記携

帯電話機と結合する第１結合手段と、前記外部装置と結

合する１つ又は複数の第２結合手段と、前記第１結合手

段と１つ又は複数の前記第２結合手段との間の信号の伝

達及び分岐を制御する中央制御手段と、を備えたことを

特徴とする。

【００１１】又、請求項２記載の充電器は、前記第１結

合手段及び第２結合手段がＵＳＢ方式から構成されるこ

とを特徴とする。

【００１２】
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【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施例に基づい

て図を用いて説明する。尚、同一の構成を示す箇所は同

一の符号を用いている。図１は本発明の充電器の一実施

例のブロック図である。図１の各構成部は、先ず１００

は携帯電話機である携帯型テレビ電話装置、１１０はこ

の携帯型テレビ電話装置１００を充電する充電器を示

し、携帯型テレビ電話装置１００の構成部は、１はカメ

ラ等の撮像部、２はデータを一定の規則に基づいて画像

データを符号化する符号化部、３は一時的にデータを記

憶する送信バッファ、４はデータを伝達するデータバ

ス、５はデータの送受信を行う無線部、６はアンテナ、

７は受信用バッファ、８は符号化データを復号する復号

部、９は画像や文字を表示する表示部、１０はハードデ

ィスクインターフェースのコントローラ、１１は画像デ

ータやプログラムデータ等のデータを格納しているハー

ドディスク、１２は演算装置と制御装置を合わせ持つＣ

ＰＵ、１３は外部装置とデータの送受信及び電源供給の

為のＵＳＢポート、１４はＵＳＢポート１３の制御をす

るＵＳＢコントローラ、１５はバッテリーを示す。充電

器１１０の構成部は、２０はパソコン等のホスト制御可

能な外部装置を結合する第１のＵＳＢポート、２１は携

帯型テレビ電話装置１００を結合する第２のＵＳＢポー

ト、２２はコンセント等の電源供給接続部、２３は充電

制御部、２４はマウス、キーボード、及びモニター等の

デバイス装置を結合する第３のＵＳＢポート、２５は第

３のＵＳＢポートのそれぞれの接続先を切替える接続切

替えスイッチ、２６は接続切替えスイッチ２５に連動し

て第１のＵＳＢポートと第２のＵＳＢポートの接続切替

えを行う接続切替え部、２７は信号の分岐及び伝達、外

部装置の着脱や低速デバイスと高速デバイスの判定、電

源の供給と管理機能を持ったＵＳＢハブ制御部を示す。

【００１３】図１において、携帯型テレビ電話装置１０

０のそれぞれの構成部は以下のように動作する。撮像部

１で撮像された画像データは符号化部２において符号化

され、送信バッファ３に符号化データとして記憶され

る。送信バッファ３に記憶された符号化データは、デー

タバス４を通り、無線部５に送られ、アンテナ６を介し

て通信相手側に送信される。又、通信相手側から無線部

５にて受信した符号化データでは、データバス４を通

り、受信バッファ７に記憶される。受信バッファ７に記

憶された符号化データを、復号部８で画像データに復号

され表示部９に表示される。使用者の要求に従いＣＰＵ

１２は、撮像部１によって撮像された画像、および通信

相手側から受信した画像を符号化された形で、ハードデ

ィスクコントローラ１０を介してハードディスク１１に

記憶する。又、携帯型テレビ電話装置１００は、ＵＳＢ

ポート１３とＵＳＢ対応の充電器１１０の第２のＵＳＢ

ポート２１とを結合して、ＵＳＢコントローラ１４を介

して、ハードディスク１１に記憶されている符号化デー

タなどを外部装置からリード／ライトアクセスできる。

更に、携帯型テレビ電話装置１００が大容量のハードデ

ィスクを有していることにより、１枚の画像データに割

り当てられる容量を増加することが可能となり、高画質

の画像を記憶することが可能となる。携帯型テレビ電話

装置１００の電源の供給は、データと電源の供給が可能

なＵＳＢ方式による充電器との結合によりＵＳＢコント

ローラ１４からバッテリー１５に供給される。

【００１４】充電器１１０のそれぞれの構成部は以下の

ように動作する。第１のＵＳＢポート２０は、他のホス

トパソコンと接続し、第２のＵＳＢポート２１は携帯型

テレビ電話装置１００のＵＳＢポート１３と接続し、第

３のＵＳＢポート２４はマウスやキーボード等の外部周

辺機器と接続する。ＵＳＢハブ制御部２７は、第１のＵ

ＳＢポート２０、第２のＵＳＢポート２１、第３のＵＳ

Ｂポート２４の接続を管理する。又、接続切替え部２６

はＵＳＢハブ制御部２７に接続される第１のＵＳＢポー

ト２０と第２のＵＳＢポート２１の接続切替えを行な

う。電源供給源から供給された電源電圧は充電制御部２

３から、ＵＳＢハブ制御部２７及び第２のＵＳＢポート

２１へと供給される。

【００１５】通常、他のホストパソコンを接続する場

合、他のホストパソコンはＵＳＢケーブルを介して第１

のＵＳＢポート２０に接続し、接続切替え部２６によ

り、第１のＵＳＢポート２０の接続先をホスト側として

ＵＳＢハブ制御部２７に接続し、第２のＵＳＢポート２

１に結合している携帯型テレビ電話装置１００はデバイ

ス装置としてＵＳＢハブ制御部２７に接続される。一

方、携帯型テレビ電話装置１００をホストパソコンとし

て使用する場合、接続切替え部２６により、第２のＵＳ

Ｂポート２１をホスト側としてＵＳＢハブ制御部２７に

接続し、第１のＵＳＢポート２０はＵＳＢハブ制御部２

７には接続されず切断された状態になる。つまりＵＳＢ

ハブ制御２７では、外部装置への接続となる第１のＵＳ

Ｂポートが１つ空きになることになる。又、第３のＵＳ

Ｂポート２４に接続される外部周辺機器（デバイス装

置）は、携帯型テレビ電話装置１００の周辺機器として

接続されることになる。尚、接続の切替え時乃至携帯型

テレビ電話装置１００を充電器１１０に接続した際に、

接続切替えスイッチによる接続状態は携帯型テレビ電話

装置１００に送られ、携帯型テレビ電話装置１００の内

部のＣＰＵ１４でＵＳＢ接続における動作設定を変更・

対応動作する。

【００１６】図２は本発明の充電器の一実施例であっ

て、携帯電話機と充電器の結合を示す図であり、図２

（ａ）は本発明の充電器の正面図、図２（ｂ）は本発明

の充電器の背面図を示す。図２において、携帯型テレビ

電話装置１００は、充電器１１０のＵＳＢポート２１と

接続し、ＵＳＢポート２０はホストパソコンの方へとＵ

ＳＢ接続される。ＵＳＢポート２４は外部周辺機器の方

へとＵＳＢ接続される。電源ケーブル２２は商用電源に

10

20

30

40

50

Petitioners Ex. 1007
IPR USP 8,624,550

Page 3 of 11
f 

 

Find authenticated court documents without watermarks at docketalarm.com. 

https://www.docketalarm.com/


(4) 特開２０００－１６５５１３
5 6

つながるコンセントなどに接続し、供給された電源電圧

はＵＳＢポート２１を介して、携帯型テレビ電話装置１

００に供給され、内部のバッテリーが充電されるととも

に、ＵＳＢポート２４から外部周辺機器へも電源電圧供

給する。この様に、充電器１１０が、携帯型テレビ電話

装置１００の充電としての動作と、第１のＵＳＢポート

２０及び第２のＵＳＢポート２４が接続するＵＳＢハブ

としての動作を１つの装置として行なうため、電源供給

源の接続口数の削減化、小スペース化につながる。ま

た、この図２によれば、充電器１１０に携帯型テレビ電

話装置１００を載せるだけで簡単に充電器およびＵＳＢ

接続可能な外部装置との接続が行えるとともに、携帯型

テレビ電話装置１００に着信があったときは、充電器１

１０から携帯型テレビ電話装置１００を簡単に取り外し

て着信に応答することが可能となる。

【００１７】図３は本発明の充電器の一実施例であっ

て、外部装置と接続されている接続例を示す図である。

図３において、携帯型テレビ電話装置１００は、充電器

１１０に接続されている状態で、充電器１１０内のＵＳ

Ｂハブ制御部２７を介して、パソコン本体１２０、モニ

ター１３０、及びキーボード１４０に接続されている。

これによりパソコン本体１２０より、ディスプレィ１３

０を観つつ、キーボード１４０による操作で、携帯型テ

レビ電話装置１００の内部のハードディスクにアクセス

し、画像、音声データ、電話帳のデータやプログラムデ

ータなどをリード／ライトしたり、また、携帯型テレビ

電話装置の無線データ通信プログラムを用いて、無線公

衆回線網での外部とのデータ通信を行なうことが可能と

なる。この際、充電器１１０から接続先切替え、および

携帯型テレビ電話装置１００の動作設定を接続切替えス

イッチ２５のみで行なうことが可能となる。

【００１８】図４は本発明の充電器の一実施例であっ

て、デバイス装置のみを接続した接続例を示す図であ

る。図４において、携帯型テレビ電話装置１００は、接

続しているデバイス装置に対してホスト制御する装置と

して動作設定されている。又、モニター及びキーボード

１４０は充電器１１０内のＵＳＢハブ制御部２７を介し

て携帯型テレビ電話装置１００の外部周辺機器として接

続されている。これにより、携帯型テレビ電話装置１０

０の操作入力を、携帯型テレビ電話装置１００自体のキ

ーボードを用いず、外部周辺機器として接続されている

キーボード１４０を用いて入力することが可能となる。

【００１９】これによりホスト側の携帯型テレビ電話装

置１００を長時間、連続的に使用することが出来る。こ

れら充電器１１０からの接続先切替え、および携帯型テ

レビ電話装置１００の動作設定を接続切替えスイッチ２

５のみで行なうことが可能となる。

【００２０】又、図中の符号２９は携帯型テレビ電話装

置１００と充電器１１０を固定しているロック機構（図

示せず）を解除するロック解除スイッチを示す。

【００２１】

【発明の効果】以上、本発明によれば、充電器にＵＳＢ

方式のインターフェースと中央制御手段（ＵＳＢハブ制

御部）を具備したことによって、外部装置を複数接続で

き且つそれぞれの信号の伝達及び分岐制御が出来る。更

に、充電器と接続している携帯電話機は外部装置と簡単

にアクセスでき、着脱も容易に出来る。又、それぞれの

インターフェースをＵＳＢ方式で構成したことは、電源

の供給とともに信号の伝達が１つのポートで行えること

を可能とし、携帯電話機及び外部装置の信号の伝達及び

分岐を制御する中央制御手段（ＵＳＢハブ制御部）を充

電器に備えたことは、複数の外部装置を接続でき且つ通

常のホストパソコンと携帯電話機での間でどちらをホス

トにするかの切替えを可能としたのでポート接続のさし

直しをする必要がなくなった。

【００２２】又、携帯電話機は充電器から電源の供給を

受けながら常時外部装置とアクセスしているので、長時

間及び連続使用によるバッテリーの消耗を気にすること

なく使用することが出来る。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の充電器の一実施例のブロック図。

【図２】本発明の充電器の一実施例であって、携帯電話

機と充電器の結合を示す図。

【図３】本発明の充電器の一実施例であって、外部装置

と接続されている接続例を示す図。

【図４】図４は本発明の充電器の一実施例であって、デ

バイス装置のみを接続した接続例を示す図。

【符号の説明】

１：撮像部

２：符号化部

３：送信バッファ

４：データバス

５：無線部

６：アンテナ部

７：受信用バッファ

８：復号部

９：表示部

１０：ハードディスクコントローラ

１１：ハードディスク

１２：ＣＰＵ

１３：ＵＳＢポート

１４：ＵＳＢコントローラ

１５：バッテリー

２０：第１のＵＳＢポート

２１：第２のＵＳＢポート

２２：電源供給接続部

２３：充電制御部

２４：第３のＵＳＢポート

２５：接続切替えスイッチ

２６：接続切替え部
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(5) 特開２０００－１６５５１３
7 8

２７：ＵＳＢハブ制御部

１００：携帯型テレビ電話装置

１１０：充電器

１２０：パソコン本体

１３０：モニター

１４０：キーボード

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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